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徳地においでぇよ！ 今年は俊乗房重源上人

生誕９００年！

串の法光寺で松尾東堂と当時

の貴重な資料を見ながら語り

合う学びの時。串の名所天神

の滝での癒しの時。ボランティ

アガイドの心からのおもてな

しに参加者の方も大満足の一

日でした。（投稿者：古川松子）

「暑さ寒さも彼岸まで」と言いま
すが、観測史上初、連日 30℃超え
の残暑にも負けず今年も咲いてくれ
た彼岸花。心も真っ赤に染まりまし
たね。

彼岸花大作戦
昨年より、出雲地区と八坂地区で
球根の植え付けを行っています。
あっちもこっちも見どころが出来
て、「徳地に見に行こう！」と言う
日がくると良いですね。

（取材：徳地づくり達人塾、
池田特派員）

８４０年前
に東大寺が焼
失し、再建責
任者となった
のが俊乗房重
源上人です。
重源上人ゆか
りの史跡、地
名や伝承などは、今なお徳地地域に
多く残されています。
今年は重源上人生誕９００年の節
目の年にあたることから、たれ幕・
横断幕の設置、記念のぼりの制作
と貸出を行い、来年度に徳地地域
で開催を予定している東大寺ゆか
りの市町で構成された「東大寺サ
ミット」への機運醸成を図る取り
組みをしています。

（地域振興課）

ゆめ散歩
「奈良・東大寺再建！
重源上人の足跡探訪ツアー」

秋と言えば「食欲
の秋」夏の

 
ほ て  

火照った
体を風が包んでく
れ、食欲満開です。
柿、栗、

さ ん ま

秋刀魚、こ
こ徳地の秋と言えば、
新米と松茸、２つ合
わせれば「松茸ご飯」
至福の一時です。

真っ赤な彼岸花を合図
にコスモスが風になび
き、何処からともなく香
る

きんもくせい

金木犀。見て、
か

香いで、
食べて秋満喫！

  南大門

 いいとこ徳地 山里農産加工販売所
「柚子の里」

きのこきのこたっぷり、炊き込みご飯がいいなぁ ! 秋満喫

【生産者情報】原木しいたけは、気温 20°c 以下になり、寒暖差が激しいなど、条件が必要。原木に
刺激を与えると出が良くなります。 （情報提供： 三菜工房）

椎茸

椎茸

松茸

松茸

キクラゲ

原木

生

原木乾椎茸のスライスは
便利で人気！

須賀神社の参道は、彼岸花の楽園だよ〜
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■
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

と
は
?

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
た
く
さ

ん
の
人
が
集
う
森
フ
ェ
ス
。
な
か

で
も
子
ど
も
た
ち
を
夢
中
に
さ
せ

る
の
が
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。

樹
木
を
手
入
れ
す
る
技
術
を
元

に
、
専
用
の
ロ
ー
プ
と
サ
ド
ル
を

用
い
て
行
う
自
然
体
験
活
動
で

す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
て
も

両
手
両
足
を
離
し
て
も
落
ち
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
小
学
生

で
も
10
m
以
上
の
高
さ
ま
で
安
全

に
登
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

大
人
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
忙

し
さ
を
忘
れ
、
樹
木
に
抱
か
れ
る

よ
う
な
感
覚
。
ほ
ん
の
数
メ
ー
ト

ル
の
樹
上
の
世
界
に
、
風
が
心

地
よ
く
、
癒
さ
れ
る
よ
う

な
.
.
.
。

■
森
と
な
か
よ
し
研
究
所
発
足

 

徳
地
の
森
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
の
は
森
林

セ
ラ
ピ
ー
基
地
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
翌
年
の
平
成
20
年
で
す
。

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
樹
木
に
生
き
生
き

と
登
る
様
子
を
目
に
し
た
森
の

案
内
人
が
、
自
分
た
ち
で
資
格

を
取
得
し
、
発
足
し
た
の
が
森

と
な
か
よ
し
研
究
所
（
代
表
：

松
本
和
也
）
で
す
。
現
在
、
森

の
案
内
人
を
中
心
に
10
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、（
一
財
）

セ
ブ
ン
-イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
の

助
成
を
受
け
、
市
内
外
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

■
大
人
と
子
ど
も
と
森
が

な
か
よ
く

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
登

る
高
さ
や
速
さ
を
競
う
も
の
で
は

な
く
、
樹
と
友
達
に
な
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
子
ど
も
達
は
、
最
初

こ
そ
戶
惑
う
も
の
の
、
コ
ツ
を
掴

む
と
、
自
分
で
目
標
を
定
め
、
ぐ

ん
ぐ
ん
登
り
ま
す
。
親
御
さ
ん
の

中
に
は
、
木
に
登
る
間
に
も
成
長

の
姿
が
垣
間
見
え
る
様
子
に
、「
こ

の
子
は
こ
ん
な
に
も
力
が
あ
る
ん

だ
」
と
涙
ぐ
む
方
も
あ
り
ま
す
。

森
と
な
か
よ
し
研
究
所
の
活
動

理
念
は
、「
大
人
と
子
ど
も
と
森

が
な
か
よ
く
」。
体
験
会
の
最
後

に
は
、
お
礼
の
意
味
を
込
め
て
、

栄
養
と
な
る
葉
っ
ぱ
を
根
元
に
か

け
ま
す
。

気
候
危
機
が
叫
ば
れ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
達
に
は
、
自
然

の
楽
し
さ
を
、
親
世
代
に
は
地
域

の
自
然
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
が
活
動
の
源
で
す
。

親
子
が
一
緒
に
樹
に
登
る
、
素

敵
な
活
動
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
!

（
記
事
提
供
：
森
と
な
か
よ
し
研
究
所
）

本
稿
は
ふ
る
さ
と
と
く
ぢ
11
月 
号
を

加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
す
。

◆
豪
雨
の
後
の
通
行
止
め

こ
の
頃
の
雨
は
、
よ
う
け
降
る
け
〜
ど
う
も
な
ら
ん
の
〜
。
引
谷
か

ら
仁
保
へ
抜
け
る
道
（
標
識
や
ら
に
ゃ
あ
、松
柄
峠
ち
ゅ
う
ら
し
い
が
、

わ
し
ら
〜
石
坂
ち
ゅ
う
て
呼
ん
ど
る
と
こ
い
や
）
が
通
行
止
め
に
な
っ

て
、
ど
ね
〜
も
な
ら
ん
に
い
の
、
道
が
崩
れ
た
ん
じ
ゃ
け
〜
。

◆
幕
末
に
高
杉
晋
作
が
通
っ
た
道

元
治
元
年
（
1
8
6
4
）
10
月
27
日
の
未
明
、
萩
を
逃
れ
、
山
口

の
井
上
聞
多
を
見
舞
っ
た
晋
作
は
、
そ
の
足
で
徳
地
の
正
慶
院
に

陣
地
を
置
い
て
い
た
奇
兵
隊
の
山
県
有
朋
を
訪
ね
ま
し
た
。
萩
か

ら
山
口
へ
お
城
を
移
し
て
い
た
毛
利
藩
の
主
要
街
道
の
一
つ
に

な
っ
て
い
た
新
山
代
街
道
、
仁
保
か
ら
引
谷
を
通
る
今
回
崩
落
し

た
道
を
晋
作
は
逃
亡
し
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
夜
は
、
雨
が
降
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。

◆
11
月
中
頃
に
は
再
開
通
す
る
？

こ
な
い
だ
の
ぉ
〜
、
防
災
無
線
が
ガ
ー
ガ
ー
い
い
よ
る
け
ん
、
何

か
の
〜
と
聞
い
ち
ょ
っ
た
ら
、
11
月
の
中
頃
に
ゃ
通
る
よ
う
に
な

る
げ
な
。
天
候
が
よ
け
り
ゃ
あ
の
〜
。

（
写
真
提
供：

山
口
市
交
通
政
策
課
、
執
筆：

池
田
特
派
員
）

崩れた道

引谷から漆尾への
道入口（新山代街道）

10
月
号
「
じ
ゃ
げ
な
話
」
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
お
薬
師
さ
ん
↓（
正
）
お
伊
勢
さ
ん
で
し
た
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

来年度供用開始の

「徳地地域複合型拠点施設」建設風景記録。

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

11 月・12月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
11月 21日（日）

23日（火）
28日（日）

12月    5日（日）
12日（日）

桑陽病院（車塚町） ☎23-1781
寿町クリニック（寿町） ☎27-5577
くらしげ整形外科ｸﾘﾆｯｸ（田島） ☎25-0076
しみず医院（栄町） ☎38-8883
たかきｸﾘﾆｯｸ（台道） ☎33-1050

図書館
休館日

11月／２２•２３•２５•２９
12 月／６•１３

11 月 18日（木）フラワーアレンジメント
11月 19日（金）たんじょう会
11月 26日（金）めぐみせんせいの簡単レシピ～さつまいも～
12月   3 日（金）クリスマス製作
12月 10日（金）クリスマス会

11月 27日（土）　プラ版でキーホルダーを作ろう　
12月 11日（土）　牛乳パックでケーキを作ろう

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 北緯 43度のコールドケース／伏尾 美紀  
◎一般書 人生のBGMはラジオがちょうどいい／春風亭 一之輔
◎実用書 理系夫のみるみる片付く！整理収納術／くぼ こまき 
◎ティーンズ 「死にたい」「消えたい」と思ったことがあるあなたへ／河出書房新社
◎物語・児童書 もしも動物と話せたら？／ジェイソン・ビッテル，ケルシー・バゼル 
◎絵本 めんめんレース／五味 ヒロミ，くわざわ ゆうこ 

【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ 探偵と謎解き
◎絵本 スイーツ・スイーツ
◎一般 パンとスープと。
◎児童・ティーンズ 家族 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

図書館に図書消毒機を設置いたしました。 
紫外線で素早く除菌できます。 
どなたでも簡単にご使用いただけます。 

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期となる場
合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

建物内の支柱を外し、サッシを入れています。（10 月 7 日撮影）
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25
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12
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あいあいサークル『Let's 食育』（徳地保健センター）

認知症家族会（やすらぎの会）

健康相談　栄養相談併設（柚野分館）

健康相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

火ノ山連峰健康登山～展望の岩峰めぐり

健康相談　栄養相談併設（島地分館）

育児相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

１歳６か月児・３歳児健康診査（徳地保健センター）

親子で探検森歩き～秘密の原っぱ

健康相談　栄養相談併設（八坂分館）

健康相談　栄養相談併設（串分館）（徳地保健センター）

憩いステーションとくぢ（徳地保健センター）

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

水

水

木

木

日

火

水

木

日

月

火

火

▶
屋
上
。
明
か
り
取

り
の
窓
を
シ
ー
ト
で

保
護
し
て
い
ま
す
。

１
階
。
天
井
に
は

何
本
も
の
ケ
ー
ブ

ル
が
。▶

（11 月 15 日～12 月 14 日）

11

12



イ
ラ
ス
ト
は
宿
泊
者
の
フ
ラ
ン
ス
人
漫
画
家
「
J
U
L
I
E
N 

D
A
V
I
D
」さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

発行　徳地地域づくり協議会　
〒747-0231　山口市徳地堀1533番地   ☎0835-52-0217　[HP]  http://tokujichiiki.com  [e-mail] tokuji@tokujichiiki.com  

企画編集　徳地づくり達人塾　　　http://twitter.com/tokudidukuri　　
　　                              （印刷　山口印刷工業株式会社）

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

シンガポールから旅行に来たタンさんとコ
リーンさん。日本家屋に興味を持ち襖や畳、
そしてリノベーションされた我が家を興味
津々と見ていたのが印象的です。
ある日近所の人たちを呼んで一緒に瓦そば
を囲んで食事会をしました。旅行に来て地域
の方々と交流できた事がとても楽しかったよ
うでした。
今で言うワーケーションできる場所を探し
ていたらしくとても静かで自然豊かで人がや
さしい徳地がとても気に入ったようです。次
は仕事もできるように長期で、そして友達も
連れて泊まりに来る！と興奮して帰って行っ
たのをよく覚えています。
早くコロナが収まり再び会えるのを楽しみ
にしています。　（超民家やまね）

奈良国立博物館
では、「大勧進　
重源」展が 2006
年に、「頼朝と重
源」展が 2012 年
に開催された。展
覧会の目玉は「俊
乗房重源上人坐
像」（国宝）。少し
前かがみで数珠を
繰っておられる。
一般的に、重源さんといえばこの姿を思い浮かべ
る人が多いと思う。私もそうだった。2019年2月、
里帰りに合わせ、徳地にある重源さんゆかりの地
を巡った。佐波川沿いに車で走っていると、いき
なり「重源上人像」が現れた。没後 800 年忌に
造られたという。あれ、この重源さんは若々しい。
東大寺再建の大役を任されたのが 61 歳、その数
年後の姿のはずだが、筏に乗り、背筋を伸ばし、
前を見つめる姿はたくましく、頼りがいがある。
佐波川には重源さんにまつわる史跡や伝説が多
く、川の名前からしてそうだ。東大寺再建に使う
材木を採るため、多くの人々がこの川の上流の奥
地で汗を流していた。奈良から来た人もいて、「故
郷を離れて一度も魚を食べていない」とこぼすの
で、重源さんが木片に「鯖」と書き、祈祷した上
で池に投げ込むと鯖に変わった。同じように川に
投げてもやっぱり鯖に変わったので、「さばがわ」
と呼ぶようになったというのだ。甘柿渋柿の話も
面白い。徳地の重源さんは、まるで神様仏様のよ
うに不思議な力を持つ存在として語り継がれてい
る。奈良ではそんな言い伝えを聞いたことはな
かった。    （執筆：倉橋 みどり氏）
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どちらの展覧会の図録も重源さんの
坐像が表紙になっている

第２回　若々しい重源さん


